
 

質問に対する回答について 

工事名）秋田自動車道 横手工事 

質問事項と回答 

番号 質問事項 回    答 

１ 

特記仕様書P40～43の道路掘削におけ

る土工作業について、掘削土を本線

外盛土場へ運搬、敷均し、締固め、

整形及び仕上げを行う箇所が複数存

在しますが、本線外盛土場の造成に

使用されるのか、それとも残土とし

て処分されるのかの判別がつきませ

ん。造成に使用される掘削土はどこ

の掘削による土砂でしょうか。ご教

示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考え下さ

い。 

なお、前郷地区本線外盛土場の施工は

特記仕様書２９－４（１）に記載のと

おりです。 

２ 

特記仕様書 P40～48 の道路掘削の土

砂 A1、A2、構造物掘削の普通部 A1 に

おいて、トンネル坑口部における土質

区分についてご教示願います。 

関連する設計図書を確認の上、貴社に

て算出してください。 

３ 

設計図(本線(上り線))39/120 より、

STA.192+80.000 において路体の断面

積がございませんが、この箇所におけ

る路体の断面積は 0.1m3 ではないで

しょうか。ご教示願います。 

設計図（1/11）本線（上り線）39/120

に示す STA.192+80.000 の盛土断面数量

のうち、路体は 0.1m2 となります。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

４ 

特記仕様書 P41、42 の道路掘削の区分

内容の記載において、有用表土を本線

部における盛土に使用されています

が、使用される有用表土の数量が不明

です。掘削される表土の内訳をご教示

願います。 

掘削される表土の内訳は、各単価項目 

道路掘削 土砂（表土）Ａ１～Ａ６の

設計数量です。 

有用表土として使用する数量は、特記

仕様書に記載の各盛土先を参照の上、

貴社にて算出してください。 

 
 
 
 
 
 



５ 

特記仕様書 P45 の 29-6 盛土工におい

て軟岩 A、硬岩 A、トンネルずり(第三

紀の C 地質及び D地質)の発生土を荷

受けしますが、これらの土質区分にお

ける発生土は掘削後の土砂として土

砂 F として盛土施工されるのでしょ

うか。それとも土質区分は変わらずに

盛土施工されるのでしょうか。どちら

と理解すればよろしいでしょうか。ご

教示願います。 

関連工事で発生した掘削土・トンネル

ずりを直接前郷地区本線外盛土場へ運

搬することを想定しております。その

ため、盛土工における土質区分につい

ては特記仕様書２９－６（１）に示す

とおりの区分とお考えください。 

 

６ 

特記仕様書 46 の 29-7 構造物掘削に

おいて、構造物掘削 特殊部では一部

の仮設材でﾘｰｽ品が使用されていま

す。 

①このﾘｰｽ品について、ﾘｰｽ期間をそれ

ぞれご教示願います。 

②ﾘｰｽ品は引き抜き後、発生材仮置き

ﾔｰﾄﾞに運搬されますか。ご教示願いま

す。 

③設計図(中里橋)17/79、38/79、設計

図(新町橋下部工)42/63、57/63 の数

量表において、頭部連結材としてﾘｰｽ

品の溝形鋼が記載されていますが、こ

の鋼材は市場単価にﾘｰｽ品における単

価が記載されていません。ﾘｰｽ品では

なく購入単価と思慮致しますが、いか

がでしょうか。購入の場合は中古品か

どうかを、賃料の場合は単価につい

て、ご教示願います。 

①貴社の施工計画により必要な期間を

計上してください。 

②そのとおりです。 

③単価項目 構造物掘削特殊部Ｎ１、

Ｎ２、Ｓ３、Ｓ４で使用する頭部連結

材については購入品（中古品）となり

ます。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

 

 
 
 
 
 
 
 



７ 

特記仕様書 46 の 29-7 構造物掘削に

おいて、①特『切断後に存置、一部発

生材仮置きﾔｰﾄﾞへの運搬』と記載され

ていますが、これは切断により発生し

た鋼矢板はｽｸﾗｯﾌﾟ処分せずに仮置きﾔ

ｰﾄﾞへ運搬し、残された鋼矢板は引き

抜かずに存置すると考えてよろしい

でしょうか。ご教示願います。 

②『PC 鋼材によるｱﾝｶｰ工の緊張定着・

撤去処分』の記載がございますが、撤

去されたｱﾝｶｰ工の材料はｽｸﾗｯﾌﾟ処分

されると考えてよろしいでしょうか。

ご教示願います。 

①そのとおりです。 

②令和６年１０月９日掲載「質問に対

する回答について⑭」質問番号１３に

対する回答のとおりです。 

８ 

設計図(中里橋)36/79～38/79 におい

て、鋼矢板の施工は CASE-1～CASE-6

までございますが、設計図(中里

橋)42/79～45/79 の参考図では CASE-

6 についての詳細な施工計画が不明

の状況です。当初設計で考慮されてい

るクレーンは CASE-1～CASE-5 までと

同じ 120t 吊オールテールクレーンと

なるでしょうか。ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えくださ

い。 

 

９ 

設計図(新町橋下部工)25/63、31/63、

42/6 において、ﾘｰｽ材と購入材を継手

して施工する箇所がございます。特記

仕様書よりこの継手された鋼矢板は

引き抜きされると考えられますが、引

き抜きされた購入材の鋼矢板はｽｸﾗｯ

ﾌﾟ処分されるのでしょうか。それと

も、発生材仮置きﾔｰﾄﾞに運搬されるの

でしょうか。ご教示願います。 

特記仕様書２９－７（１）に記載のと

おり、引き抜かれた鋼矢板はすべて発

生材仮置きヤードへ運搬するものとし

てお考えください。 

１０ 

特記仕様書 48 の 29-7 構造物掘削の

特殊部 S4 の記載にあります中古品の

鋼矢板は、存置せずに発生材仮置きﾔ

ｰﾄﾞに運搬されるのでしょうか。ご教

示願います。 

そのとおりです。 



１１ 

特記仕様書 48 の 29-7 構造物掘削の

特殊部の記載にあります鋼矢板Ⅳは、

中古品のみの記載となっております

が、設計図(溝渠工(函渠工・管渠

工 ))11/48 の 土 留工数 量 表 では

7.001t の鋼矢板Ⅳがﾘｰｽ材と記載さ

れています。どちらが正でしょうか。

ご教示願います。 

設計図（2/11）溝渠工（函渠工・管渠

工）11/48 に示す鋼矢板はすべて存置す

るため、中古品となります。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

１２ 

設計図【附帯工】2/109 において、

TypeA(F)の残土は※1)より本線(工事

起点～大沢ﾄﾝﾈﾙ起点側坑口)に運搬さ

れますが、設計図【附帯工】1/100 に

おけるｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工④Rw-Cb(W)-

1.80～2.87-238.50(STA.11+13.70～

STA.13+45.00)における残土も本線

(工事起点～大沢ﾄﾝﾈﾙ起点側坑口)に

運搬されると考えてよろしいでしょ

うか。ご教示願います。 

設計図（8/11）附帯工 1/109 に示す、

①Rw-Cb(W)-1.80～1.80-

163.00(STA.172+20.00～

STA.173+83.00)と②Rw-Cb(W)-0.30～

1.80-47.52(STA.173+85.28～

STA.174+30.10)については本線（工事

起点～大沢トンネル起点側坑口）、④

Rw-Cb(W)- 1.80～2.87-

238.50(STA.11+13.70～STA.13+45.00)

については本線（柳田橋Ａ２橋台～工

事終点）へ残土運搬するものとお考え

ください。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

１３ 

設計図【附帯工】2/109 において、

TypeB(F)の残土は※2)より本線(柳田

橋 A2 橋台～工事終点)に運搬されま

すが、設計図【附帯工】80/109 におい

て残土運搬先が前郷地区本線外盛土

場と記載されています。どちらが正で

しょうか。ご教示願います。 

前郷地区本線外盛土場での単価項目 

基礎工 コンクリート基礎工Ｂ（Ｆ）

施工による残土の運搬先は、すべて前

郷地区本線外盛土場となります。 

 
 
 
 
 
 
 



１４ 

設計図(附帯工)89/109、91/109、

93/109、94/109、95/109、96/109 にお

いて、①構造物掘削の残土は前郷地区

本線外盛土場に運搬されるとありま

す。この残土の運搬に関する費用は基

礎工 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工 C(F)にて見込ま

れていると考えてよろしいでしょう

か。ご教示願います。 

②前郷地区本線外盛土場に運搬され

た残土は盛土として計上されていま

すでしょうか。それとも捨土として計

上されていますでしょうか。ご教示願

います。また捨土の場合、敷均しは行

われますでしょうか。こちらも併せて

ご教示願います。 

①そのとおりです。 

②掘削残土は、前郷地区本線外盛土場

への運搬、敷均し、締固め、整形及び

仕上げを実施し、盛土場の造成を行い

ます。 

１５ 

設計図(附帯工)53/109 のｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

工 D(F)数量表において、基礎材が 10m

当り 8.00m3 と記載されています。一

方で、設計図より計算すると幅 0.8m

×厚さ0.1m×長さ10m=0.80m3となり

ます。どちらが正でしょうか。ご教示

願います。 

設計図（8/11）附帯工 53/109 に示すコ

ンクリート基礎工Ｄ（Ｆ）の 10m 当た

り基礎材数量は 0.80m3 になります。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

１６ 

設計図(附帯工)52/109、61/109、

67/109、73/109 より、切土補強土工に

おける削孔長は異形棒鋼の長さから

頭部処理を行う 100mm を引いた数量

となっています。設計図 (附帯

工)61/109、73/109 では吹付のり枠の

厚さ 300mm も削孔長に含まれていま

すが、枠の厚さは考慮しないと考えて

よろしいでしょうか。ご教示願いま

す。 

切土補強土工における削孔長は、吹付

のり枠厚さと頭部処理延長を除いた延

長になります。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

 
 
 
 



１７ 

設計図(本線外盛土場)64/76 のかご

枠工 0.5m・1.0m 集計表において、番

号5の位置がNO.1+29.18～NO.2+8.00

とありますが、断面は溝渠工(2)とな

っております。断面が溝渠工(2)とな

る箇所は、設計図 (本線外盛土

場)65/76 に記載された NO.1+25.686

と思慮致しますが、いかがでしょう

か。ご教示願います。 

設計図（本線外盛土場）64/76 前郷地区

本線外盛土場かご枠工詳細図（１）の集

計表に示す番号５（溝渠工（２））の箇所

は No.1+25.686 になります。 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

 

１８ 

設計図(附帯工)より、補強土壁の基盤

排水溝に使用される集水管は、有孔管

φ=150mm、120°と記載されています

が、120°の有孔管の市販単価がござ

いません。ご教示願います。 

積算に関する内容にはお答えできませ

ん。 

１９ 

数量明細表の P7～P9 に記載の用排水

管 P(Po-B)・φ0.40(Sd-B)、P(Po-B)・

φ0.50(Sd-B)、P(Po-B)・φ0.60(Sd-

B)  について、掘削深さが不明です。

掘削深さや埋戻しの数量について、ご

教示願います。 

用排水構造物標準設計図集及び設計図

（参考図）の排水系統図を参照の上、

貴社にて算出してください。 

２０ 

特記仕様書 P56 の 29-15-2 集水ます

に記載の集水ます TypeB Dc^(D)-

0.60・0.60・0.80(UJ)について、掘削・

埋戻し量が不明です。掘削深さや埋戻

しの数量について、ご教示願います。 

関連する設計図書を参照の上、貴社に

て算出してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２１ 

設計図(本線(上り線))65/120 おい

て、 

①集水ますの寸法表及び数量表が記

載されています。寸法表よりふたの幅

fは aの長さに70×2=140mm足した長

さとなっていますが、それは Dc^(D)

の落しふたのときの寸法であり、Dc^

のときはかさねふたとなっており、本

体の幅 b2とふたの幅 f が同じ長さに

なると考えられます。寸法について、

ご教示願います。 

②ｺﾝｸﾘｰﾄ、型わくの数量が本体とふた

の合計数量と考えられます。本体とふ

たのそれぞれの重量について、ご教示

願います。 

③鉄筋の数量が記載されていますが、

この数量には足掛け金物の数量は含

まれていますでしょうか。ご教示願い

ます。 

①設計図（1/11）本線（上り線）

65/120 の集水ます寸法表及び数量表の

f について、正しくは下記のとおりで

す。 

・Dc^-0.60-0.60-1.10 1000 

・Dc^-0.60-0.60-1.60 1000 

・Dc^-0.80-0.80-1.50 1200 

・Dc^-0.80-0.80-1.90 1300 

交付図書の一部に誤りがありましたの

で後日訂正いたします。 

②閲覧資料をご確認ください。 

③鉄筋数量表には足掛け金物の数量を

含みます。詳細は閲覧資料をご確認く

ださい。 

 

２２ 

設計図(本線(上り線))66/120 におい

て、Dc-S-a-b-c の数量表がございま

す。これらの数量に集水ますのふたに

関する数量は含まれていますでしょ

うか。含まれている場合は、ふたの数

量や規格について、ご教示願います。 

設計図（本線（上り線））66/120 用排水

工詳細図（２）の Dc-S-a-b-c の数量表に

示す、寸法 h1+c の高さまで本工事で施工

を行い、その他については関連工事で施

工を行います。 

２３ 

設計図(本線(上り線))79/120 におい

て、Dc^(SP)-0.80-3.05-1.20(F)の数

量表が記載されています。数量表の中

居縞鋼板と等辺山形鋼の数量が記載

されていますが、それぞれ厚さなどの

詳細な規格の記載がございません。ま

た等辺山形鋼については図面に見当

たりません。使用される鋼材の規格に

ついて、ご教示願います。 

縞鋼板と等辺山形鋼の規格について

は、閲覧資料をご確認ください。 

 
 



２４ 

設計図(本線(上り線))78/120 におい

て、Dc^(SP)-1.55-3.05-1.20(F)の数

量表が記載されています。数量表の中

居縞鋼板と等辺山形鋼の数量が記載

されていますが、それぞれ厚さなどの

詳細な規格の記載がございません。ま

た等辺山形鋼については図面に見当

たりません。使用される鋼材の規格に

ついてご教示願います。 

質問番号２３の回答のとおりです。 

２５ 

特記仕様書 P58 の 29-16 の継目工に

記載のⅣ-A、Ⅳ-B に関して、1m 当り

に要する目地板の面積と除去される

目地板の面積について、ご教示願いま

す。 

関連する設計図書を参照の上、貴社に

て算出してください。 

２６ 

数量明細表 P12 に記載の遠心力鉄筋ｺ

ﾝｸﾘｰﾄ管は、冬期に施工されるため、

寒中養生費の計上が必要になると考

えられますが、この時の気積の数量に

ついて、ご教示願います。 

令和６年１０月３１日掲載「質問に対

する回答について⑱」質問番号２４に

対する回答のとおりです。 

２７ 

特記仕様書 P58 の 29-17 基礎杭７）

の記載において、①掘削残土は前郷地

区本線外盛土場、美砂古沼本線外盛土

場へ運搬、敷均し、転圧を行いますが、

設計図【新町橋】1/63 の下部工数量

総括表にて基礎杭は※3)残土運搬先:

美砂古沼本線外盛土場、新町橋 A1 橋

台埋戻し部、本線部(上部路体、下部

路体)と記載されています。どちらが

正でしょうか。ご教示願います。 

②基礎杭施工の掘削後に埋戻しの費

用は見込まれていますでしょうか。ご

教示願います。 

①単価項目 基礎杭 場所打ちコンク

リート杭 機械掘削の掘削残土は、特

記仕様書２９－１７に記載のとおり、

前郷地区本線外盛土場、美砂古沼本線

外盛土場への運搬となります。 

交付資料の一部に誤りがありましたの

で後日訂正します。 

②埋戻しの費用は見込んでおりませ

ん。 

 
 
 
 



２８ 

数量明細表 P13 の型わくに記載にお

いて、本線外盛土場にて 5.5m3 の型わ

く D の施工が見込まれていますが、設

計図(本線外盛土場)において該当す

る型わくが見当たりません。型わく D

はどの構造物にて見込まれています

でしょうか。ご教示願います。 

設計図（7/11）本線（上り線）53/76、

55/76 に記載の前郷地区本線外盛土場の

横断溝渠の施工に伴う型わくになりま

す。 

２９ 

数量明細表 P14 の鉄筋の記載におい

て、溝渠工(函渠工・管渠工)の施工数

量は 32.120t とありますが、設計図よ

り数量を確認したところ、31.221t と

なりました。どちらが正でしょうか。

ご教示願います。 

数量明細表に示す、単価項目 鉄筋Ａ

の溝渠工における数量は、設計図面

（溝渠工（函渠工・管渠工））1/48、

15/48、31/48、35/48、39/48、43/48 に

記載の数量表、並びに 47/48 に記載の

数量表の合計であり、32.120t となりま

す。なお、各図面の隔壁工数量表に記

載の鉄筋数量は特記仕様書２９－３８

（６）に記載のとおり、単価項目 隔

壁工 Ａに含まれます。 

３０ 

特記仕様書 P60 の 29-20 鉄筋工の記

載において、鉄筋 A(1)における使用

鉄筋は SD490 となっています。設計図

(新町橋)よりA(1)ではD16～D25の鉄

筋が使用されますが、これらの鉄筋に

は市販単価がございません。単価のご

公表は予定されていますでしょうか。

ご教示願います。 

材料単価の公表はいたしません。 

 

３１ 

特記仕様書 P60 の 29-20 鉄筋工の記

載において、鉄筋 A(E)、C(E)、P(E)

はｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装鉄筋が使用されます

が、塗装工場から施工現場への運搬費

は見込まれていますでしょうか。ご教

示願います。また、見込まれている場

合、運搬距離は何 km で見込まれてい

ますでしょうか。併せてご教示願いま

す。 

令和６年１１月６日掲載「質問に対す

る回答について⑲」質問番号１に対す

る回答のとおりです。 

 
 



３２ 

設計図(新町橋下部工)19/63、56/63

において、ﾌﾚｱｰ詳細図の記載がござい

ますが、鉄筋表のﾌﾚｱｰ溶接個所数の記

載がございません。ﾌﾚｱｰ溶接の費用は

見込まれていますでしょうか。ご教示

願います。 

フレアー溶接の費用は、単価項目 鉄

筋（Ｙ）に計上しています。 

３３ 

数量明細書 P14 の橋梁、高架部管路工 

B1-VEφ54(2)にについて、取付金具は

計上されていますでしょうか。計上さ

れている場合は、1m 当りの使用量に

ついても併せてご教示願います。 

設計図（5/11）中里橋 69/79 のとお

り、高架部管路については壁高欄埋め

込みの為、取付金具はありません。 

３４ 

数量明細書 P22 の縁石工 ｱｽﾌｧﾙﾄ縁石

について、使用されるｱｽﾌｧﾙﾄ材の詳細

規格について、ご教示願います。 

令和６年１０月２８日掲載「質問に対

する回答について⑪」質問番号１７に

対する回答のとおりです。 

３５ 

特記仕様書 P76 の 29-31 踏掛版工に

おいて、 

①掘削残土に関する費用が踏掛版工

に含まれるとありますが、今回踏掛版

工の施工箇所は裏込め工が行われま

す。掘削は発生しないと考えられます

が、どちらが正でしょうか。ご教示願

います。 

②掘削が発生する場合、発生する掘削

土の数量が不明です。運搬される掘削

土数量について、ご教示願います。 

令和６年１１月６日掲載「質問に対す

る回答について⑲」質問番号１７に対

する回答のとおりです。 

３６ 

特記仕様書 P76 の 29-32 構造物等取

壊し工のｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版取壊しについ

て、既設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の切断と記載され

ていますが、切断長が不明です。ご教

示願います。 

令和６年１１月６日掲載「質問に対す

る回答について⑲」質問番号１８に対

する回答のとおりです。 

 
 
 
 
 
 



３７ 

特記仕様書 P77 の 29-33 交通規制工

において、交通規制機材の中に回転灯

の記載がございますが、設計図(雑

工)12/12 の交通規制図では回転灯の

記載はなく、自然光警告灯の記載がご

ざいます。この自然光警告灯が回転灯

と考えてよろしいでしょうか。ご教示

願います。 

そのとおりです。 

３８ 

設計図(中里橋)41/79 において、混合

処理の杭径はφ1600mm です。数量表

によると、打設長 9.0m や 7.0m の改

良工がございますが、土木工事積算基

準より杭径 1600mm の深層混合処理で

は 10m 以下の施工は標準外となりま

す。今回標準外となる A1橋台 9番(打

設長 9.0m)、A2 橋台 6 番(打設長

9.0m)、7 番(打設長 7.0m)についての

歩掛をご教示願います。 

積算に関する質問にはお答えできませ

ん。 

３９ 

特記仕様書 P81 の 29-36 の軟弱地盤

改良工における軟弱地盤改良工 改良

材 B の材料のﾛｽ率について、ご教示

願います。 

積算に関する質問にはお答えできませ

ん。 

４０ 

特記仕様書Ｐ96 の 29-45 軽量盛土工

における軽量盛土工 気泡混合軽量盛

土の圧送距離について、ご教示願いま

す。 

貴社の施工計画に基づきお考えくださ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４１ 

特記仕様書 P100 の 29-47 仮設物設

置・撤去工において、仮設落石防護柵

で使用される材料は、「ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙと大

型土のうを除きすべてﾘｰｽ品」とあり

ますが、「撤去後は発生材仮置きﾔｰﾄﾞ

(虫内地区仮置き場)へ運搬し、仮置き

する」という記載がございます。リー

ス品の往復の運搬費と虫内地区仮置

き場への運搬費の両方が必要と考え

てよろしいでしょうか。ご教示願いま

す。 

仮設落石防護柵の現地搬入のための運

搬と仮設落石防護柵撤去後の発生材仮

置きヤードへの運搬、その後リース品

の返却による運搬を行います。よっ

て、上記運搬に係る運搬費を計上して

ください。 

４２ 

特記仕様書 P23、P24 の 14-4(2)より、

工事用車両泥落し装置 A-1 は 4 箇所

で設置されるため、3回の移設が必要

であり、運搬費も見込まれていると考

えられます。3 回の移設に関して移設

距離、並びに泥落し装置の重量につい

てご教示願います。 

移設距離については、特記仕様書１４

－４に示すそれぞれの工事用車両泥落

し装置の使用箇所による移設に対し、

特記仕様書１４－１を参照の上算出し

てください。 

泥落とし装置の重量について、割掛対

象表参考内訳書に関する質問の為、お

答えできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４３ 

設計図(本線外盛土場)より、 

①前郷地区本線外盛土場は、盛土、覆

土、築堤盛土、重金属含有土、保護砂、

置換工(軟岩)で構成されています。保

護砂は盛土工 A2 にて施工され、重金

属含有土も重金属が含まれる掘削土

より施工されていますが、特記仕様書

において、覆土、築堤盛土、置換工(軟

岩)に関する記載がございません。覆

土、築堤盛土、置換工(軟岩)に関して

は、盛土と同じように前郷地区本線外

盛土場に運搬された掘削土を利用し

ていると考えてよろしいでしょうか。

ご教示願います。 

②前郷地区本線外盛土場へ運搬され

る掘削土が軟岩の場合、全て置換工

(軟岩)として利用されますか。それと

も置換工(軟岩)だけでなく盛土や覆

土、築堤盛土としても利用されます

か。ご教示願います。 

①そのとおりです。 

②貴社の想定する土配計画により算出

してください。 

 

４４ 

設計図(附帯工)105/109 の数量表に

おいて、昇降用設備設置工の数量が記

載されており、昇降用設備の材料につ

いても設計図(附帯工)106/109、

109/109 において内訳が記載されて

います。これらの材料について単価の

ご公表はございますか。ご教示願いま

す。また、単価のご公表が無い場合、

材料は製作と見積のどちらで単価を

見込まれているかをご教示願います。 

材料公表はいたしません。 

製作・見積については積算に関する内

容になりますのでお答えできません。 

 
 
 
 
 
 



４５ 

設計図【附帯工】105/109 より、地す

べり抑制工、集水ボーリング工、排水

ボーリングﾞ工におけるボーリング工

の削孔径はそれぞれφ86mm とφ

146mm ですが、これらの削孔径は土木

工事積算基準の水抜きボーリングﾞ工

では標準外の規格となります。準用さ

れている歩掛はございますか。ご教示

願います。 

積算に関する質問にはお答えできませ

ん。 

４６ 

特記仕様書 P90 の 29-42 に記載の調

査ボーリング工について、①調査ボー

リング工は 1 方と 2 方のどちらで作

業されますか。ご教示願います。 

②ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝの規格や削孔材料や使

用機械の単価についてご公表はござ

いますか。ご教示願います。 

①貴社の施工計画に基づきお考えくだ

さい。 

②材料公表はいたしません。 

４７ 

特記仕様書 P.24、16-1 

土木工事積算基準書（P.2-27）の

「5-2支給製品費」において、「(2) 

高速道路会社が保有している製品を

支給又は貸与する場合で、新品の場

合は全額を支給製品費として取扱

う。ただし、中古製品については、

新品価格の70%をもって支給製品費と

する。」と記載されていますが、特記

仕様書P.24「16-1 貸与品」にある仮

設防護柵（H鋼置き基礎式）は支給製

品と考え、その費用の1/2が間接工事

費算定の対象（一般管理費は除く）

と考えてよいかご教示ください。支

給製品の場合は、支給製品費をご教

示ください。 

特記仕様書１６－１に示す仮設防護柵

は、中古品になります。 

支給製品費は、積算に関する内容になり

ますのでお答えできません。 

 

 

 

 



４８ 

特記仕様書P58の29-17基礎杭の記載

に、掘削残土は前郷地区本線外盛土

場、美砂古沼本線外盛土場へ運搬、

敷均し、転圧を行うものとするとあ

りますが、中里橋における残土運搬

先はA1橋台が前郷地区本線外盛土

場、A2橋台部が美砂古沼本線外盛土

場と理解すればよろしいでしょう

か。ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えくださ

い。 

４９ 

設計図付帯工（105～109/109）におい

て、地すべり抑制工 集水井工は、ﾗｲ

ﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ建込みにて施工されますが、

土木工事積算基準よりﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ建込

みの標準歩掛では、材料費を含む歩掛

内全ての費用に 1%の諸雑費が掛かり

ます。今回ﾊﾞｰﾁｶﾙｽﾃｨﾌﾅｰを含む集水井

補強材にも諸雑費は掛かりますでし

ょうか。ご教示願います。 

積算に関する質問にはお答えできませ

ん。 

 

５０ 

設計図 新町橋下部工（1/63）におい

て、残土運搬先に本線部(上部路体、

下部路体)がございますが、具体的な

施工位置について、ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えくださ

い。 

５１ 

特記仕様書 P40 の 29-4 道路掘削以降

に記載の各種別における掘削に伴う

残土運搬において、本線外盛土場に運

搬される残土がございます。一箇所の

掘削場所から 2 ヶ所の本線外盛土場

(前郷地区本線外盛土場、美砂古沼本

線外盛土場)へ運搬される場合、運搬

量はどのように配分されていますか。

見積条件等について、ご教示願いま

す。 

貴社の施工計画に基づきお考えくださ

い。 

 

 

 

 



５２ 

特記仕様書 P9 において、自工区外盛

土場(越中畑盛土場)の記載がござい

ますが、今回こちらの盛土場にはどの

施工箇所における掘削土が運搬され

るのでしょうか。ご教示願います。 

特記仕様書２９－２４（１）に記載のと

おり、トンネル掘削にて生じたトンネル

ずりを単価項目ずり処理工Ｃ１（Ｙ）に

て運搬します。 

５３ 

金抜設計書の P103 に記載の用排水管 

P(Po-B)･Φ0.40(Sd-B)について、配布

頂いた資料から掘削深度の見積条件

が不明となっております。当初設計で

考慮されております掘削深度をご教

示願います。 

質問番号１９に対する回答のとおりで

す。 

 

５４ 

金抜設計書の P104 に記載の用排水管 

P(Po-B)･Φ0.50(Sd-B)について、配布

頂いた資料から掘削深度の見積条件

が不明となっております。当初設計で

考慮されております掘削深度をご教

示願います。 

質問番号１９に対する回答のとおりで

す。 

５５ 

数量明細表 P13 の型わく C に記載数

量について、設計図(大沢ﾄﾝﾈﾙ)52/69

の坑門工数量表に記載の明り巻工(終

点側)の型わく C の数量「999.5m2」の

うち「465.2m2」は内型枠だと思われ

ますが、見積条件として、下記の内ど

のように考慮されているのかご教示

願います。 

①ﾄﾝﾈﾙ本坑とは別のｾﾝﾄﾙで施工し、分

解組立を計上する。 

②ﾄﾝﾈﾙ本坑と同一のｾﾝﾄﾙで施工し、分

解組立は計上しない。 

③その他※その他の場合は詳細な見

積条件のご提示をお願い致します。 

貴社の施工計画に基づきお考えくださ

い。 

 

 

 

 

 



５６ 

数量明細表 P13 の型わく C に記載数

量に関連して、設計図(大沢ﾄﾝ ﾈ

ﾙ)52/69、A-A 断面、明り巻工(終点側)

に記載の「すり付け部 L=8.0m」と「持

込み雪対策拡幅部 L=10.0m」の型わく

周長について、ご教示願います。 

関連する設計図書より、貴社にて算出し

てください。 

５７ 

数量明細表 P13 の型わく C に記載数

量について、設計図(横手ﾄﾝﾈﾙ)42/57

の坑門工数量表に記載の明り巻工(終

点側)の型わく C の数量「987.7m2」の

うち「453.4m2」は内型枠だと思われ

ますが、見積条件として、下記の内ど

のように考慮されているのかご教示

願います。 

①ﾄﾝﾈﾙ本坑とは別のｾﾝﾄﾙで施工し、分

解組立を計上する。 

②ﾄﾝﾈﾙ本坑と同一のｾﾝﾄﾙで施工し、分

解組立は計上しない。 

③その他※その他の場合は詳細な見

積条件のご提示をお願い致します。 

質問番号５５に対する回答のとおりで

す。 

５８ 

数量明細表 P13 の型わく C に記載数

量に関連して、設計図(大沢ﾄﾝ ﾈ

ﾙ)42/57、A-A 断面、明り巻工(終点側)

に記載の「すり付け部 L=8.0m」と「持

込み雪対策拡幅部 L=10.0m」の型わく

周長について、ご教示願います。 

質問番号５６に対する回答のとおりで

す。 

５９ 

割掛対照表に記載のﾄﾝﾈﾙ呼吸用防護

具費 1式について、下記のどちらで考

慮頂いていますでしょうか。ご教示願

います。 

①2 本のﾄﾝﾈﾙそれぞれで対象金額を

算出しそれぞれで計上 

②2 本のﾄﾝﾈﾙの対象金額を合算し、1

式にて計上 

割掛対象表参考内訳書に関する質問には

お答えできません。 

 

 

 



６０ 

割掛対象表に記載の基準試験費につ

いて、本工事はﾄﾝﾈﾙ２本ありますが、

試験を実施するのは 1 回のみという

理解でよろしいでしょうか。ご教示願

います。 

割掛対象表参考内訳書及び積算に関する

質問にはお答えできません。 

６１ 

割掛対象表に記載の吹付設備費につ

いて、歩掛には鋼材の計上がございま

すが、該当の仮設材運搬費は考慮頂い

ているという理解でよろしいでしょ

うか。ご教示願います。考慮頂いてい

る場合は、どの項目にて計上頂いてい

るのかも併せてご教示願います。 

割掛対象表参考内訳書及び積算に関する

質問にはお答えできません。 

６２ 

割掛対象表に記載の積卸し設備費に

ついて、設備設置期間として、掘削完

了から覆工期間 1 ヶ月として考慮頂

いていると思慮致しますが、土木設計

数量算出要領を確認すると、掘削完了

から覆工完了までは 2 ヶ月が標準の

ような記載がございます。本工事で

は、掘削完了から覆工完了は 1 ヶ月を

標準として見積を行えばよろしいで

しょうか。ご教示願います。 

割掛対象表参考内訳書及び積算に関する

質問にはお答えできません。 

 

 

 


